
ラップの芯を並べて線路を作り、
その上にダンボールの電車を乗せ
て滑らせる。
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ラップの芯が
色んな方向に動いて
少ししか進まない！

ダンボールの電車に乗った
人が息を合わせ、手で床を
漕ぐように進める。

重くて

動かない！

2

ぱんだ電車
はしります

2024年　生活発表会

ぱんだ組　No.1

★成功★
またま

た

1学期、読み聞かせの時間に読んだ絵本の影響で「絵本みたいに電車
ごっこをしたい！」という子ども達。早速みんなで電車作りに取り組
みました。子ども達の目標は“みんなで乗れる動く電車を作る”こと。
その目標を達成するのは難しく、色々な方法を試してきました。

小さいダンボールを繋げた
電車にローラーをつけて、
後ろから押して転がす。

重くて

動かない！
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ダンボールで大きな乗り物を作って
台車にのせて走らせる

4

ぱんだ会議について

1階でも電車を走らせたい！

　何度も試行錯誤して、4回目の挑戦でやっと4人乗りの電車を走ら
せることに成功した子ども達。早速、ぱんだ組の外に出て2階の廊下
を走らせました。

　電車に乗る人、紐を引っ張る人と役割分
担を自然とする姿が見られ、何とかりす組
まで辿り着くことが出来ました。次は階段
を降りて「1階を走らせたい！」と子ども達
の挑戦はまだまだ続くようです。

★成功★
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　1階の園舎を走らせるため、早速ぱんだ会議を
開きました。子ども達からは「電車の飾りつけを
したい！」「どこの道を通る？」「廊下に人が歩
いていたらぶつかっちゃう！」と様々な意見がで
ました。実際に走らせてみる日も決めて、それま
でに子ども達と準備を進めることにしました。

　1学期からクラス全体で取り組む活動の前にぱんだ会議を開き、それぞれの思いや考え
を伝え合って遊びを発展させています。初めは自分の意見を伝えることに一所懸命だった
子ども達も友達の意見も聞き入れ、対話の中で新しい発見をしたり、予測や予想を立てて
やってみようとしたりする姿が見られます。今後も一人ひとりの自己発揮や子ども達の協
同性が十分に育まれるような保育をしていきたいです。

が

電車が走るコースを決める
　まずはみんなで園舎1階の下見に行きました。電車を走らせたい場所を実際に
みんなで歩き、問題なく走らせることができるか確認しながらコースを決めまし
た。実際にコースを見て回りながら「靴箱は狭くて段差があるから通れなさそ
う」「ここは広いから通れるかも！」と子ども達は電車が通れる場所と通れない
場所があることに気づきながら、確認をしていました。

安全に電車を走らせるための方法を考える

電車の飾り付けをする
　電車の飾りつけをする時に守らなければならない2つの約束事がありました。

①園長先生から借りている台車が汚れないようにすること
②みんなが納得する飾り付けにすること

　初めはそれぞれ自分の好きなキャラクターを絵の具で描きたいという意見が
多く出ました。しかし「絵の具は台車が汚れちゃうかも」「そのキャラクター
知らないから嫌！」となかなか意見がまとまりません。そこで保育者が台車を
汚さないために“布”を使うことを提案すると「じゃあ布で電車を虹色にしよう」
と新たな意見が出て、その意見にみんなが賛同して布やレースを使って虹色に
飾りつけをすることになりました。自分の思いだけでなく友達の気持ちや考え
を受け止め、みんなが納得する飾りつけができました。

　ぱんだ会議で子ども達からは以下のマップのような意見が
出ました。子ども達なりに問題を予測し、廊下を通る人に電
車が走ることを知らせるための方法を考えました。「電車が
通るところに看板を置こう！」と必要な道具を準備したり、
役割を決めて「いっぱい人がいるから一人ひとりがやること
を決めよう！」と役割分担をしたりする姿が見られました。

無事、1階を走らせることができました
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ぱんだ電車がはしります

完成した紙を紹介しよう！紙の作り方を伝えるために…

2024年 生活発表会 ぱんだ組パルプ工場からのお便りNo.2

紙ってどうやってできるの？ ▶︎ 紙を作ってみよう！

　ぱんだ会議で話し合いをした結果、発表会で紙作りについて紹介することになったぱんだ組の子ども達。どうしたらお客さんにわかりやすく
紙作りについて伝えられるか子ども達なりに考え、試行錯誤する姿が見られました。

　子ども達から「作り方を見られるように紙に書け
ばいいんじゃない？」という提案があったので、墨
と筆を使って挑戦してみることになりました。2学
期からカルタやトランプなどの遊びを通して文字へ
の興味・関心が芽生えてきた子ども達。
“読む”とは違う“書く”行為に難しさを感じながらも
最後まで諦めずに集中して取り組む姿が見られまし
た。

みんなで作った紙を紹介したい！

　さらに完成した紙の紹介は、実際にできた紙を大きな紙に貼ってお客さんに見せることに
しました。何で作った紙かわかるよう白画用紙にひらがなで素材の名前を書いていきます。
　ひらがな表と睨めっこしながら「“つ”はこれだよね」と友達と形を確認して書いたり「こ
の平仮名、僕の名前にもあるよ！」と自分や家族、友達の名前に使われている文字に気づい
たりする姿が見られました。

子ども達の“伝えたい”という
思いがたくさん詰まったもの
ができました。

お化け屋敷
ようこそ

へ

実際に紙を
並べてみると…

白い紙だと
ちょっと見えにくいかも…

お客さんは
どのグループ
が作った紙か
わからないね

・黒の画用紙に変更
・素材名の後ろに作成したグループの色を貼る

▼緊急ぱんだ会議の結果

完成

　ハロウィンの翌日、子ども達はお化け
を作って牛乳パックのぱんだハウスに飾
り、お化けごっこを楽しんでいました。
　ぱんだハウスではままごとで遊びたい子もいたので、話し合いをして廊下
にお化け屋敷を作ることになりました。様々な素材を使ってお化けが出そう
な雰囲気を演出したり魔女の帽子や鬼の剣を作ってお化けになりきったりす
ることに夢中です。

おばけの体操も楽しんでいます！


